
学科名：　大学院　医療薬学研究科 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容に
基づいて計画実行する（具体的に期限
やレベルなど数値目標を挙げて定量的
に記載する）

（平成29年計画の具体的実行内容を具
体的に期限やレベルなど数値目標を挙
げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状
況を評価する。 ＊上段は中間報告、
下段は最終報告

検証し、修正・改善したマニフェスト
を作成した。

○ ◎

検証し、修正・改善したマニフェスト
を作成した。

○ ◎

教職員および学生に周知し、公表し
た。

○ ◎

教職員および学生に周知し、公表し
た。

○ ◎

津山中央病院、岡山医療センター、岡
山大学病院、岩国医療センターと共同
研究を継続している。

○ ◎

津山中央病院、岡山医療センター、岡
山大学病院、岩国医療センターと共同
研究を継続している。

○ ◎

未検討 × ×

未検討 × ×

未検討 × ×

未検討 × ×

学位論文全文を公表した。 ○ ◎

学位論文全文を公表した。 ○ ◎

未検討 × ×

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況
　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人
材育成の目的、その他の教育研
究上の目的を適切に設定し公表
するとともに、それを実現する
ために将来を見据えた中・長期
の計画その他の諸施策を明確に
する。

中　期　目　標 中　期　計　画

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

次年度マニフェスト作成時（3～4月）
に検証する。

平成29年度マニフェスト作成時（3～4
月）に検証し、修正・改善したマニ
フェストを作成した。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能してい
るか検証する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、
財務、その他の諸活動の状況等を適切
に公表し、社会に対する説明責任を果
たす。

大学院の教育研究活動は、就実学術成
果リポジトリーで公表する。

平成28年度修了者に関して、学位論文
の審査結果および要旨のまとめを就実
大学リポジトリーで公表した。平成29
年度中に学位論文全文を公表する予定
である。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するた
めに、内部質保証システムを構
築し、恒常的・継続的に教育の
質の保証及び向上に取り組む。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 薬学部

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

研究科の目的を適切に明示し、教職員
および学生に周知し、社会に公表す
る。

履修要覧、ホームページ、マニフェス
トにより、教職員および学生に周知
し、社会に公表した。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

臨床に即した研究を実践するため、連
携協定施設の津山中央病院、岡山大学
病院、国立岡山医療センター、国立岩
国医療センター、PMDAとの共同研究を
継続する。

連携協定施設との協同研究を継続して
いる。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。



未検討 × ×

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するた
めに、適切な教育研究組織を整
備する。

未検討 × ×

臨床薬物動態学研究室を最適薬物療法
学分野に新たに追加する予定である。

○ △

公表した。 ○ ◎

公表した。 ○ ◎

周知した。 ○ ◎

周知した。 ○ ◎

平成29年度マニフェスト作成時（3～4
月）に検討した。

○ ○

平成29年度マニフェスト作成時（3～5
月）に検討した。

○ ○

円滑に実施されている。 ○ 〇

円滑に実施されている。 ○ ○

一部の科目に限られる。 △ 〇

一部の科目に限られる。 △ △

シラバスは統一した書式で作成してい
る。

○ ◎

シラバスは統一した書式で作成してい
る。

○ ◎

シラバスの内容と授業内容の整合性を
とっている。

○ ◎

履修要覧やホームページを介して周知
していく。

履修要覧やホームページを介して周知
した。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

情報ネットワークを利用したキャンパ
ス外教育について協議・検討してい
く。

情報ネットワークを利用したビデオ配
信を試みている科目がある。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

3ポリシーについては、その適切性につ
いて定期的に検証していく。

平成29年度マニフェスト作成時（3～4
月）に検討したが、現在、修正の必要
性を認めない。

コースワークとリサーチワークを適
切に組み合わせた大学院教育を行
う。

所属する分野（最適薬物療法学分野ま
たは病態解析診断薬学分野）の科目を5
科目以上選択することでコースワーク
を学び、必須科目として医療薬学特別
講義および所属する分野の演習講義
（最適薬物療法学演習または病態解析
診断薬学演習）により、リサーチワー
クを円滑に実施できるようにする。

コースワークとリサーチワークに基づ
いた講義が円滑に実施されている。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するた
めに、学位授与方針（ディプロ
マポリシー）及び教育課程の編
成・実施方針（カリキュラムポ
リシー）を明示し、十分な教育
上の成果を上げるための教育内
容を備えた体系的な教育課程を
編成するとともに、効果的な教
育を行うための様々な措置を講
じ、学修成果の修得状況を把握
し評価して、学位授与を適切に
行う。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

全学的な体制が整備され次第、研究科
委員会として検討する。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

4月から11名の教員が、学部より大学院
教員として加入したので、教育研究組
織を適切に設定していく。

本大学院は、2分野に分かれており、各
分野7研究室となっているが、教員組織
の再編成に伴い新たな研究室の設置に
ついても検討していく。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

3ポリシーについて、継続的に教職員・学生
に周知し、ホームページ等によって社会に
公表する。

履修要覧、ホームページ等で公表し
た。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

シラバスを統一した書式で作成し、公
表する。

シラバスは統一した書式で作成してい
る。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

シラバスの内容と授業内容の整合性を
取る。

シラバスの内容と授業内容の整合性を
とっている。



シラバスの内容と授業内容の整合性を
とっている。

○ ◎

適切な評価を行なっている。 ○ ○

適切な評価を行なっている。 ○ ○

学位論文審査基準に基づいて、学位授
与を適切に行なっている。学位論文審
査基準は来年度から公表する。

○ ○

学位論文審査基準に基づいて、学位授
与を適切に行なっている。学位論文審
査基準は来年度から公表する。

○ ○

未検討 × ×

未検討 × ×

研究科委員会で承認されたので、来年
度、履修要覧に掲載する。

△ △

来年度より、ホームページ、履修要覧
に掲載する。

○ ○

11月23日就実大学薬学会で大学院紹介
を行なう予定である。

○ ○

11月24日就実大学薬学会で大学院紹介
を行なった。

○ ○

入試担当者を設定した。 ○ △

入試担当者を設定した。 ○ ○

休学、退学はない。 ○ ○

休学、退学はない。 ○ ○

入試担当者を設定した。 ○ △

入試担当者を設定した。 ○ ○

本年4月より、学部教員11名が大学院教
員として承認されたことから、大まか
な小講座制が編成されている。

○ ○

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するた
めに、学生の受け入れ方針を明
示し、その方針に沿って適切な
入学者選抜制度により公正な受
け入れを行う。（留学生を含
む）

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するた
めに、求める教員像や教員組織
の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備するとと
もに、ファカルティ・ディベ
ロップメント（ＦＤ）活動を実
施して絶えず教員の資質向上に
取り組む。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するた
めに、学位授与方針（ディプロ
マポリシー）及び教育課程の編
成・実施方針（カリキュラムポ
リシー）を明示し、十分な教育
上の成果を上げるための教育内
容を備えた体系的な教育課程を
編成するとともに、効果的な教
育を行うための様々な措置を講
じ、学修成果の修得状況を把握
し評価して、学位授与を適切に
行う。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

学位論文審査基準に基づいて、適切な
評価を行なう。

学位論文審査基準に基づいて、学位授
与を適切に行う。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

単位制度の趣旨に基づく成績評価、単
位認定を適切に行う。

単位認定を適切に行なっている。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

シラバスの内容と授業内容の整合性を
取る。

シラバスの内容と授業内容の整合性を
とっている。

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

大学院説明会を学内で複数回開催し、
学外においても薬剤師会・病院薬剤師
会の勉強会等で大学院の紹介を行い、
学内外に対して情報を発信する。

大学院説明会を今年度中に複数回開催
予定である。1年次生に対しては、初年
次ゼミナールを介して大学院紹介を行
なった。オープンラボの実施も検討し
ている。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

研究科委員会メンバーの中から、入試
担当者を設定し、運営体制を整備す
る。

研究科委員会メンバーの中から、入試
担当者を設定する。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。

全学的な研修会の機会を利用すると共
に、大学院における研修会等について
も検討する。

3大学院が協同で検討していく。

学位授与にあたり学位論文審査の基
準を適切に設定し、学生に明示す
る。

学位論文審査基準を適切に設定し、公
開する。

今年度中にホームページ等で学位論文
審査基準を公開する。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

教員の組織的な連携体制、小講座制を
目指して教員組織の編成を検討してい
く。

小講座制を目指して教員組織の編成を
検討していく。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

1年次1名、2年次4名、3年次3名、4年次
2名の計10名が在籍中である。休学、退
学はない。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。

研究科委員会メンバーの中から、入試
担当者を設定し、学生の受入について
点検・評価し、改善に取り組む。

研究科委員会メンバーの中から、入試
担当者を設定する。

定員確保に至っていない。収容定員を
確保するため、特に新卒者の進学者の
確保に努める。



本年4月より、学部教員11名が大学院教
員として承認されたことから、大まか
な小講座制が編成されている。

○ ○

本年4月より、学部教員11名が大学院教
員として承認されたことから、非常勤
講師担当科目を担当できるようになっ
てきている。

○ ○

来年度より、非常勤講師による臨床心
理学特論、臨床薬物動態学特論、未病
医薬学特論を大学院教員で担当する予
定である。

○ ○

内規の整備を継続して行なっていく。 ○ ○

内規の整備を継続して行なっていく。 ○ ○

未検討 × ×

未検討 × ×

教育・研究業績評価を基に点検・評価
を行なっている。研究科委員会メン
バーの中から、自己点検・FD委員を設
定した。

○ ◎

教育・研究業績評価を基に点検・評価
を行なっている。研究科委員会メン
バーの中から、自己点検・FD委員を設

○ ○

未実施 × ×

未実施 × ×

休・退学者はない。 ○ ○

休・退学者はない。 ○ ○

学生支援担当者を設定した。 △ △

学生支援担当者を設定した。 △ △

学生支援担当者を設定し、ＴＡ制度に
ついて検討を始めた。

△ ○

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するた
めに、求める教員像や教員組織
の編制方針を明確にし、それに
基づく教員組織を整備するとと
もに、ファカルティ・ディベ
ロップメント（ＦＤ）活動を実
施して絶えず教員の資質向上に
取り組む。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

教員の組織的な連携体制、小講座制を
目指して教員組織の編成を検討してい
く。

小講座制を目指して教員組織の編成を
検討していく。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員の資格審査を実施する体制整備と
共に、カリキュラムポリシーに則った
教員の適正な配置を検討する。

カリキュラムポリシーに則った教員の
適正な配置を検討する。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

教育研究活動について定期的に点検・
評価を行なう。

学部における教育・研究業績評価と連
動した形で実施する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、運営体制を整備
する。

大学院における修学支援、生活支援、
進路支援に関する方針について協議す
る。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

大学院教員資格審査に関する内規の整
備を行う。

昨年、大学院教員資格審査に関する内
規を作成した。内規の整備を継続して
行う。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

全学的FD活動を通して教員の資質向上
を図っているが、3大学院でＦＤ部会の
設置を検討していく。

全学的なＦＤ委員会と連携をとりなが
ら、組織的な対応を検討していく。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、運営体制を整備
する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定する。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

研究指導教授を中心に、留年者および
休・退学者がないようきめ細かな研究
指導を行っていく。

留年者および休・退学者がないようき
め細かな研究指導を行っていく。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、運営体制を整備
する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定する。



来年度よりＴＡ制度を施行する。 ○ ○

ハラスメント防止に努めている。 ○ ○

ハラスメント防止に努めている。 ○ ○

学生支援担当者を設定した。 △ △

学生支援担当者を設定した。 △ △

学生支援担当者を設定した。 △ △

学生支援担当者を設定した。 △ △

連携協定施設と共同研究を行い、その
成果を医療現場にフィードバックして
いる。PMDA職員による特別講義を行
なった。

○ ○

連携協定施設と共同研究を行い、その
成果を医療現場にフィードバックして
いる。PMDA職員による特別講義を行
なった。

○ ○

未実施 × ×

未実施 × ×

未実施 × ×

未実施 × ×

未実施 × ×

未実施 × ×

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定した。

△ △

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活支
援、新たな価値を創出する地域
連携活動などを通して、本学の
魅力や教育・研究の質を高め、
個性を磨いて差別化を図るた
め、特色ある大学改革を推進す
る。

【平成２９年度大学・短大の主要事業計画と改革の重点事項】

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、運営体制を整備
する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定する。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

研究科委員会メンバーの中から学生支
援担当者を設定し、学生の心身の健康
保持、ハラスメント防止に配慮する。

学生の心身の健康保持、ハラスメント
防止に努める。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

連携協定施設として、津山中央病院、
岡山大学病院、国立岡山医療セン
ター、国立岩国医療センター、PMDAが
あり、共同研究を進め、研究成果を公
表する。

津山中央病院、岡山大学病院、国立岡
山医療センターとの共同研究を行う。
連携協定の一環として、PMDA職員によ
る特別講義を実施する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

定員確保が未だ不十分であるので、こ
れを優先したい。将来的な課題として
留学生や外国人研究者の受入について
検討を行なう。

定員確保が未だ不十分であるので、こ
れを優先したい。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、運営体制を整備
する。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定する。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定し、点検・評価を行
なう。

研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定する。

学生生活実態調査に基づいて、学内施
設の計画的な整備、キャリア支援の強
化、学生相談室の充実と障がい学生へ
の支援体制強化、奨学金制度のさらなる
充実など、きめ細かな学生支援で、学生
の満足度を向上させる。

学生の満足度を向上させられるよう学
生支援を行なっていく。

学生の満足度を向上させられるよう学
生支援を行なっていく。

教学ガバナンスと教学マネジメントを強
化し、学内外の情報収集・解析、エビデ
ンスの可視化、情報の周知と相互理解
を図り、新たな戦略・組織的活動を教職
協働で推進して、内部質保証に向けた
取り組みを行う。

3学部大学院研究科の相互交流を図り、
全学的な組織活動の推進を図る。

3学部大学院研究科の相互交流を図って
いく。

3ポリシーに基づく教養・専門教育カリ
キュラムの体系化とスリム化、主体的学
びによる教育の質転換、学生が成長を
実感できる教育改革の推進と教育力の
飛躍的向上により、魅力ある独自教育ブ
ランドを確立する。

魅力ある大学院となるように、独自教
育ブランドの確立を目指す。

魅力ある大学院となるように、独自教
育ブランドの確立を目指す。



研究科委員会メンバーの中から、学生
支援担当者を設定した。

△ △

新卒者からの進学を考え、1年次初年次
ゼミナールにおいて大学院紹介を行
なった。11月23日就実大学薬学会にお
いて、卒業生および在校生に対し大学
院紹介を行なう予定である。

△ △

新卒者からの進学を考え、1年次初年次
ゼミナールにおいて大学院紹介を行
なった。11月23日就実大学薬学会にお
いて、卒業生および在校生に対し大学
院紹介を行なった。

△ 〇

［特色ある取り組み］
学生自らが成長を実感できる教
育改革、充実した学生生活支
援、新たな価値を創出する地域
連携活動などを通して、本学の
魅力や教育・研究の質を高め、
個性を磨いて差別化を図るた
め、特色ある大学改革を推進す
る。

学生生活実態調査に基づいて、学内施
設の計画的な整備、キャリア支援の強
化、学生相談室の充実と障がい学生へ
の支援体制強化、奨学金制度のさらなる
充実など、きめ細かな学生支援で、学生
の満足度を向上させる。

学生の満足度を向上させられるよう学
生支援を行なっていく。

学生の満足度を向上させられるよう学
生支援を行なっていく。

本学の魅力や強み・特色を明確に示し
た広報活動の展開、研究力の向上・活
性化やグローバル化を推進し、教職協
働による地域連携・貢献活動を通して、
地域社会に根ざした信頼される本学独
自のブランドを確立する。

社会人ばかりでなく、新卒者からの進
学者が各研究室に満遍なく配属される
ようになって初めて特徴ある研究がな
され、本学独自のブランドが確立され
る。大学院においては、まずは進学者
のさらなる増加を待つしかないと考え
られる。

来年度入学者の定員確保に向けて、学
内においては大学院説明会の複数開
催、オープンラボの実施等を予定して
いる。


